
施
食
会

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
お
盆
の
時
期
、
多
く

の
寺
院
で
施
食
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
春
や
秋
に

行
う
地
域
、
さ
ら
に
大
き
な
寺
院
で
は
、
特
別
供
養

と
し
て
毎
日
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

本
来
、
行
う
時
期
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
多
く

の
地
域
で
は
、
お
盆
供
養
の
行
事
と
結
び
付
い
て
行

わ
れ
ま
す
。
施
食
会
で
は
、
食
事
を
施
す
供
養
を
行

い
ま
す
。
ど
な
た
に
施
す
か
と
い
う
と
、
新
盆
の
仏

様
や
各
家
の
ご
先
祖
様
と
い
う
身
近
な
方
々
に
対
し

て
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
単
に
自
分
の
ご
先
祖
様

に
対
し
て
だ
け
行
う
の
で
は
な
く
、
自
分
と
は
直
接

関
係
の
な
い
多
く
の
方
々
、
広
く
「
有
縁
無
縁
」
の

方
々
へ
の
供
養
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

施
食
棚
（
精
霊
棚
）
に
、
自
身
の
ご
先
祖
様
を
は
じ

め
多
く
の
仏
様
、
さ
ら
に
様
々
な
苦
し
み
の
中
に
い

る
方
を
お
迎
え
し
、
供
養
を
行
う
の
で
す
。

そ
こ
に
は
、
単
に
自
分
た
ち
だ
け
が
救
わ
れ
れ
ば

良
い
と
い
う
、
狭
い
考
え
で
は
な
く
、
広
く
多
く
の

方
々
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
慈
悲
の
心
が
現
れ
て
い

る
の
で
す
。

二
十
九
世
住
職

轟

紀
久

除
夜
の
鐘

十
二
月
三
十
一
日
（
月
）

時

間

午
後
十
一
時
四
十
五
分
～

除
夜
の
鐘
は
多
く
の
寺
で
一
〇
八
回
撞
か
れ

て
い
ま
す
。
数
の
由
来
に
つ
い
て
は
複
数
の
説
が

あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
「
煩
悩
」
説
が
有
名
で

す
。
除
夜
の
鐘
は
こ
の
「
煩
悩
」
を
消
し
去
り
、

欲
を
持
た
な
い
心
で
新
年
を
過
ご
す
た
め
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
鐘
を
自
分
で
撞
く

事
が
出
来
た
ら
、
そ
の
一
年
は
正
し
い
心
で
生
き

て
い
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
山
で
は
お
越
し
頂
い

た
方
全
員
に
撞
い
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
日

十
月
八
日
（
体
育
の
日
）

場
所

軽
井
沢
高
原
ゴ
ル
フ
場

当
山
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
今
年
で
十
回
目
と
な

り
ま
す
。
軽
井
沢
高
原
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ

な
が
ら
楽
し
い
コ
ン
ペ
に
し
ま
し
ょ
う
！

過
去
参
加
者
に
は
お
葉
書
き
で
通
知
致
し
ま

す
。
新
規
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
一
回
梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会

開
催
日

十
月
十
九
日
（
金
）

時

間

一
〇
時
受
付

一
〇
時
半
開
会

場

所

草
津
音
楽
の
森

国
際
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

今
年
は
お
隣
、
草
津
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
梅
花
流
講
員
が
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
講
員
以
外
の

方
も
無
料
で
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

尚
、
清
興
に
群
馬
交
響

楽
団
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
に

よ
る
演
奏
も
ご
ざ
い
ま
す
。

芸
術
の
秋
を
ご
堪
能
下
さ
い
。

卒
塔
婆
Ｑ
＆
Ａ

施
食
会
法
要
後
、
お
渡
し
す
る
卒
塔
婆
に
つ
い
て

紹
介
致
し
ま
す
。

Ｑ
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
卒
塔
婆
」
と
い
う
名
前
か
？

Ａ
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
仏
塔
」

を
意
味
す
る
「
ス
ト
ゥ
ー
バ
」
を
語
源
と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
基
本
的
に
は
卒
塔
婆
は
、
釈
迦
の
遺
骨
を

収
め
た
塔
を
意
味
し
ま
す
。

Ｑ
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
？

Ａ
故
人
の
名
前
（
戒
名
）
、
施
主
（
当
主
）
の
名
前
、

供
養
を
行
っ
た
年
月
日
が
書
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

経
文
と
梵
字
で
す
。
塔
婆
の
上
の
部
分
な
ど
に
書
い

て
あ
る
不
思
議
な
文
字
が
梵
字
で
仏
教
の
宇
宙
観
で

あ
る
「
空
、
風
、
火
、
水
、
地
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
卒
塔
婆
を
下
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

Ａ
木
で
で
き
て
い
る
た
め
、
時
間
が
経
つ
と
劣
化
し

て
き
ま
す
。
見
栄
え
が
悪
く
な
っ
た
り
、
お
盆
や
回

忌
の
供
養
で
新
し
い
も
の
を
立
て
、
ス
ペ
ー
ス
が
無

く
な
り
ま
し
た
ら
、
本
堂
脇
に
あ
る
「
古
塔
婆
入
れ
」

に
お
入
れ
下
さ
い
。
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。



　　

主
な
催
し
の
ご
報
告

② ①③

④⑤

護
持
会
だ
よ
り

⓵昨年大晦日、午後11時45分より除夜の鐘を撞きました。来て頂いた方全員に鐘を撞いて頂いております。是非皆様お越しください。

②1月2日、総代、世話人様にお集まり頂き、新年祈祷会が行われました。

③1月9日、長野原町スポーツ少年団による寒中こども坐禅会が行われました。坐禅後は境内にて餅つき大会をしました。

④2月3日、毎年恒例の節分会が行われました。７時より祈祷法要が行われ、総代・世話人・厄年の方による豆まきが行われました。

⑤4月3日、毎年恒例の大般若祈祷会が厳修されました。約15名の僧侶による大般若転読は迫力満点です。その風を受けたものは御利益があるとされ

ておりますので来年は是非一般檀信徒の沢山の方に、御来山頂きたく思います。

⑥7月20日、長野原町の姉妹都市、米国モンタナ州リビングストン市より交換留学生が来寺しました。坐禅や書道、お琴の実演を体験して頂きました。

六
月
二
十
八
日
、
ホ
テ
ル
櫻
井
に
於
い
て
第
六
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
・
世
話
人
四
十
二
名
中
、
委
任
状

提
出
者
含
め
、
三
十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
の
中
で
、
草
津
山
光

泉
寺
の
永
代
供
養
塔
の
視
察
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
役
場
移

転
後
の
跡
地
利
用
を
見
据
え
て
の
こ
と
で
す
。
又
、
寺
報
二
十

三
号
に
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
裏
山
の
倒
木
等
の
問
題

に
つ
い
て
、
護
持
会
長
よ
り
町
を
通
し
て
県
の
支
援
を
受
け
る

方
針
が
示
さ
れ
、
既
に
町
産
業
課
に
申
し
出
済
で
す
。

雲林寺護持会決算報告

（収入）

繰越金 2,340,000

護持会費 1,620,000

その他 150,000

合計 4,110,000

（支出）

宗務費 630,000

会議費 530,000

慶弔費 130,000

助成金 100,000

その他 140,000

合計 1,530,000

差し引き繰越金

2,580,000

決
算
報
告
は
差
し
引
き
繰
越
金
が
二
百
五
十
八
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
内
の
百
万
円
を

積
立
金
に
振
替
ま
し
た
。
尚
、
総
代
の
萩
原
宗
仁
氏
の
監
事
就
任
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
議
事
が
終
了
し
、
住
職
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
の
で
要
約
し
て
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

①
橋
場
墓
地
の
通
路
整
備
及
び
水
場
増
設
工
事
が
六
月
下
旬
に
完
了
し
た
。

②
役
場
か
ら
庁
舎
の
解
体
を
来
年
十
一
月
に
予
定
と
報
告
が
あ
っ
た
。
山
崎
家
所
有
の

庁
舎
前
駐
車
場
は
生
前
寄
付
の
話
が
あ
っ
た
が
、
相
続
で
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

③
十
月
十
九
日
に
草
津
町
で
梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会
が
開
催
予
定
で
、
梅
花
講
員
が

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
。

④
曹
洞
宗
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
紹
介
。
坐
禅
を
中
心
と
し
た
曹
洞
宗
の
宗
旨
に
則
り
、

三
尊
仏
（
お
釈
迦
様
・
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師
）
の
「
み
教
え
」
の
実
践
を
奨
励
し
た
い
。

新総代紹介

萩原宗仁さん

趣味：ゴルフ

雲
林
寺
通
常
総
会
で
、
総
代
監
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
萩
原
宗
仁
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

亡
き
父
、
萩
原
昭
朗
が
長
き
に
渡
り
雲
林
寺
護
持
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
微
力
な
が
ら
雲
林
寺
護
持
と
発
展
に
専
心
努

力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
懇
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

場
を
お
か
り
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

⑥

造
道
観
音
堂

三
原
郷
三
十
四
番
観
音
札
所
巡
り



　　

毎年1月18日に観音堂を供養します毎年4月3日に行われる観音堂回向 歴史同好会による観音堂の調査

感
謝
禄

節
分
会
で
は
沢
山
の
ご
寄
付
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

三原郷34番観音札所ＭＡＰ

金
壱
萬
圓田

村

守
様

長
谷
川
誠
様

山
口
次
夫
様

櫻
井
輝
久
様

黒
岩

元
様

永
井
芳
司
様

宮
崎

透
様

萩
原
宗
仁
様

犬
塚
守
人
様

野
口
明
成
様

割
田
三
男
様

割
田
裕
美
様

吉
澤
建
設
㈱
様

金
伍
阡
圓佐

藤
良
平
様

浅
白
観
光
様

群
北
車
両
様

黒
岩
保
男
様

金
三
阡
圓宮

崎
広
保
様

宮
﨑

昭
様

宮
前

正
様

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
様

高
橋
部
品
商
会
様

柴
崎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

様

素
都
廊
様

金
二
阡
圓坂

井
工
業
様

宮
崎
保
近
様

金
壱
阡
圓

ひ
ろ
み
美
容
室
様

商
品
券
一
万
円
分

浅
間
酒
造
㈱
様

商
品
券
五
千
円
分

ス
ー
パ
ー
大
津
様

図
書
カ
ー
ド
五
千
円
分

油
屋
書
店
様

酒
三
０
０
ｍ
ｌ
二
○
本

浅
間
酒
造
㈱
様

海
苔
セ
ッ
ト
一
五
個

か
く
だ
い
小
林
商
店
様

手
さ
げ
バ
ッ
グ
二
個

髪
か
ざ
り
様

ア
イ
ス
ノ
ン
七
個

ぬ
く
も
り
の
家
様

ア
イ
マ
ス
ク
三
箱

メ
ゾ
ン
ぬ
く
も
り
様

温
熱
シ
ー
ト
六
個

長
生
病
院
様

電
子
体
温
計
十
個

櫻
井
医
院
様

ス
ポ
ー
ツ
ギ
フ
ト
一
〇
個

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
市
川
様

Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

一
〇
個

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

長
野
原
大
津
店
様

彩
果
の
宝
石
一
五
個

轟

捷
夫
様

Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

二
〇
個

野
口
商
店
様

ア
ロ
エ
ク
リ
ー
ム
二
〇
個

爪
切
り
二
〇
個

長
谷
川
浩
一
様

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト佐

藤
良
平
様

ゴ
ム
軍
手
三
〇
個

松
屋
金
物
店
様

缶
コ
ー
ヒ
ー
三
〇
個

丸
山
商
店
様

タ
オ
ル
一
〇
本

村
上
家
様

酒
四
合
六
本

山
屋
商
店
様

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
三
個

ピ
ク
ル
ス
五
個

奈
良
屋
様

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
缶
十
個

ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
様

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
五
箱

黒
岩

元
様

菓
子
二
十
五
個

レ
ク
ス
様

の
し
袋
五
セ
ッ
ト

タ
オ
ル
一
〇
本

㈲
篠
原
様

造
道
観
音
堂

三
原
郷
三
十
四
番
観
音
札
所
巡
り

最
近
の
御
朱
印
ブ
ー
ム
か
ら
、
当
山
も
観
光
の
方
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
山
敷
地
内
に
あ
る
造
道
観
音
堂
は
吾
妻
西

部
地
区
に
あ
る
三
原
郷
三
十
四
番
観
音
札
所
の
第
一
番
に
あ
た
り
ま
す
。
三
原
郷
の
名
は
、
十
二
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
ご
ろ
、
長
野
原
･
嬬

恋
周
辺
が
「
三
原
庄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
札
所
の
設
定
年
代
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
天
明
三
年

（

一
七
八
三)

の
浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
札
所
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

観世音菩薩

三原郷34番観音札所、各札所の御詠歌が記載されたものが観音堂入り

口にあります。第一番札所は

「夢の世に 菩提の種を 造りみち 誓いも深き 谷川の音」
とあります。



編
集
後
記

元
号
が
平
成
に
な
り
三
十
年
、
来
年
五
月
の
新

元
号
と
共
に
、
雲
林
寺
境
内
も
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
長
野
原
町
役
場
の
移
転
に
と

も
な
い
、
庁
舎
、
公
民
館
、
長
野
原
町
消
防
団
本

部
棟
が
解
体
さ
れ
更
地
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
用

途
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
駐
車
場
の
造
成
等
で
お

参
り
の
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
お
出
か
け
で
き
る
お

寺
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

皆
様
か
ら
の
良
き
お
知
恵
を
拝
借
致
し
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
暑
い
日
が
続
く
と
は
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
が
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
。

梅
花
流
た
よ
り

除
夜
の
鐘

上
段
右
よ
り

黒
沢
節
子
様

原
澤
幸
子
様

落
合
雅
子
様

渡
辺
し
ず
子
様

宮
崎
恵
美
子
様

中
澤
至
子
様

山
崎
ト
シ
ヨ
様

依
田
た
つ
子
様

常
林
寺
講三

名
様

下
段
右
よ
り

篠
原
禮
子
様

山
野
栄
子
様

轟
美
代
子
詠
範

宗
務
所

教
化
主
事
様

宗
務
所副

所
長
様

宗
務
所

所
長
様

宗
務
所

梅
花
部
長
様

常
林
寺
寺
族
様

宮
崎
ハ
ナ
様

無
量
院副

住
職
様

澄みわたる空 作詞作曲 南こうせつ

①水無月の空 雲波立ちて

私はひとり旅に出た

杣（そま）へと続く茅萱（ちがや）の道で

共に歌わんホトトギス

昨日の哀しみ風に散れ

涙のまにまに今日を超えて

恨んで泣いて許して泣いて

ああ風よ吹け もっともっともっと

②せせらぎの音 耳洗われて

川の岸辺にひざまずく

消えては浮かぶ 夢にまどろみ

愛しい人と出会います

水面に映る面影に

永遠の幸せ祈ります

この身のままに 定めのままに

ああ微笑んで そっとそっとそっと

春の光はほのぼのと

秋の夕べはしみじみと

何を語らん 何を歌わん

ああ澄み渡れ ずっとずっとずっと

昨
年
の
全
国
大
会
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
南
こ
う
せ
つ
作
詞
作
曲

に
よ
る
御
詠
歌
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
曹
洞
宗
勝
光
寺
（
大
分
市
）
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
ご
縁
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
御
詠
歌
「
ま
ご
こ
ろ

に
生
き
る
」
を
発
表
し
、
そ
れ
以
来
の
新
曲
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
が
静
岡
市
に
あ
る
草
薙

（
く
さ
な
ぎ
）
総
合
運
動
場
体
育
館
「
こ
の
は
な
ア
リ
ー
ナ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
は
三
年
前
に
完
成
し
た

ば
か
り
の
広
々
と
し
た
空
間
を
持
つ
本
格
的
な
施
設
で
し
た
。

又
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
敷
地
内
に
は
草
薙

野
球
場
が
あ
り
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
が
始
ま
る
少
し
前
の
一
九
三

四
年
に
日
米
野
球
大
会
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
や
ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
ク
ら
大
ス
タ
ー
が
来
日
し

て
行
わ
れ
、
全
日
本
チ
ー
ム
は
十
六
戦
全
敗
を
喫
し
て
し
ま
い
ま

す
。
た
だ
一
試
合
後
に
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
初
代
エ
ー
ス
と
な

る
澤
村
栄
治
が
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
を
三
振
に
打
ち
取
る
な
ど
、
八

回
で
九
奪
三
振
無
失
点
、
最
終
回
の
ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
グ
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
に
よ
る
一
失
点
の
み
と
球
史
に
残
る
快
投
を
見
せ
た
の
が

こ
の
静
岡
草
薙
球
場
で
の
試
合
で
す
。
ま
さ
に
「
伝
説
の
野
球

場
」
、
球
場
前
に
は
、
対
峙
す
る
澤
村
と
ル
ー
ス
の
像
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
屋
外
で
は
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
参
加
者
を
迎
え
て
く
れ
、
思
わ
ず
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る

講
員
さ
ん
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
梅
花
流
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
静
岡
市
洞
慶
院
の
紹
介

動
画
が
映
し
出
さ
れ
、
当
時
の
洞
慶
院
住
職
で
あ
っ
た
丹
羽
仏
庵

老
師
が
梅
花
流
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

様
々
な
流
派
の
御
詠
歌
を
検
討
し
柔
ら
か
い
旋
律
を
特
徴
と
す

る
梅
花
流
を
考
案
し
た
経
緯
な
ど
が
映
像
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
会
場
に
は
今
回
特
別
に
洞
慶
院
よ
り
お
借
り
し
た
梅
花

流
観
音
像
が
祀
ら
れ
、
広
大
な
慈
悲
の
心
で
会
場
の
皆
様
を
見
守

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
全
国
大
会
は
山
梨
県
の
富
士
の
見
え
る
宿
を
出
発
し
、

静
岡
に
向
か
う
と
い
う
強
行
軍
と
な
り
ま
し
た
が
、
梅
花
流
発
祥

の
地
で
詠
道
に
励
む
お
仲
間
同
士
が
集
う
と
い
う
勝
縁
を
い
た
だ

き
講
員
の
皆
様
は
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

轟

美
代
子

大道芸で講員を迎えてくれました

梅花観音像

全国大会のステージ

雲
林
寺
裏
山
墓
地
の

現
状
に
つ
い
て

先
月
末
の
台
風
の
影
響
で
、
裏
山
墓
地
に
ま
た
、

倒
木
が
あ
り
ま
し
た
。
赤
丸
部
分
に
あ
っ
た
木
が

倒
れ
、
そ
の
ま
ま
落
ち
た
様
で
す
。
幸
い
、
木
が

比
較
的
細
か
っ
た
の
と
、
倒
れ
た
向
き
が
良
か
っ

た
事
か
ら
墓
石
に
影
響
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

先
日
の
護
持
会
総
会
で
も
取
り
上
げ
て
頂
い
た

よ
う
に
、
台
風
や
強
風
の
度
に
倒
木
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
状
態
で
す
。

Ⓐ
墓
石
と
墓
石
の
間
に
木
が
倒
れ
こ
み
ま
し
た
。

Ⓑ
木
が
も
う
少
し
太
か
っ
た
ら
墓
石
に
も
影
響

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


